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研究成果の概要（和文）：第２回(マドリッド）、第３回（札幌）細胞競合国際シンポジウム、細胞競合を冠し
たUK-Japan symposium（ロンドン）を主催し、領域の細胞競合研究の研究成果を世界に発信するとともに、積極
的に国際共同研究のためのネットワーキングを構築した。それに加えて、数多くの若手研究者を海外の様々な研
究機関へ派遣、あるいは、世界から著名な細胞競合研究者や若手研究者を招聘し、国際共同研究を活発に行っ
た。

研究成果の概要（英文）：We organized 2nd (Madrid) and 3rd (Sapporo) Cell Competition International 
Symposium, and UK-Japan symposium on cell competition (London) to present our research achievement 
to foreign scientists and to provoke international collaboration with the attendees. In addition, to
 facilitate international collaborations on cell competition, a number of young Japanese scientists 
have sent to several research institutes in forein countries. Moreover, several outstanding cell 
competition experts or young scientists have been invited to come over to Japan.

研究分野：分子腫瘍学

キーワード： 細胞競合

  ６版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
細胞競合現象の重要性が明らかになりつつある今、世界初の細胞競合の融合研究体制を構築し、これを組織的・
戦略的に推進することで、この新たな研究領域で世界をリードできる絶好の時期にきている。現在、世界的にも
発展途上である細胞競合研究をさらに持続的に強く推進し、我が国の細胞競合研究の国際競争力を強化していく
には以下の課題を解決する必要があり、国際共同研究加速基金によってそれらに非常にポジティブな効果をもた
らすことが大いに期待できた。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
細胞競合現象は Morata らによるショウジョウバエ研究によって初めて見出された。その後、
井垣をはじめとするショウジョウバエ研究者によって、細胞競合が関与する現象やそのメカニ
ズムに関する報告がなされてきた。一方、哺乳類細胞においても同様の競合現象が存在するかに
ついては最近まで明らかになっていなかった。2009年に藤田は独自に確立した哺乳類培養細胞
系を用いて、正常上皮細胞とがん原性変異細胞間で細胞競合現象が生じることを世界で初めて
報告した。また藤田と仁科らは、腸あるいは肝上皮細胞層にがん原性変異をモザイク状に誘導す
る細胞競合マウスモデルシステムを用いて、正常上皮細胞に隣接する変異細胞が細胞競合によ
って上皮細胞層から排除されることを示した。さらに 2013年、Torresらのグループによって、
マウス発生初期の胚盤葉上層における優良細胞の選別に細胞競合が関与していることが報告さ
れた。これらの最近の研究によって、細胞競合が哺乳類においても多彩な生命現象に関与してい
ることが明らかになりつつある。 
 このように、これまで細胞競合はショウジョウバエ研究によって主に発展してきたが、哺乳類
の細胞競合研究は世界的にも今まさに黎明期を迎えている。細胞競合現象の重要性が明らかに
なりつつある今、世界初の細胞競合の融合研究体制を構築し、これを組織的・戦略的に推進する
ことで、この新たな研究領域で世界をリードできる絶好の時期にきている。この新学術領域発足
によって、我が国で細胞競合研究の統合的研究スキームが確立したことは、世界の細胞競合研究
者にも広く知られており、大きな注目を集めていた。 
 
２．研究の目的 
現在、世界的にも発展途上である細胞競合研究をさらに持続的に強く推進し、我が国の細胞競
合研究の国際競争力を強化していくには以下の課題を解決する必要があり、国際共同研究加速
基金によってそれらに非常にポジティブな効果をもたらすことが大いに期待できた。 
１）次世代の細胞競合研究を担う若手研究者の養成：海外の研究機関との相互派遣によって、領
域の若手研究者の国際性・国際的センスを磨くとともに、若手研究者自身の国際的な人的ネット
ワークの構築を推進し、将来世界で活躍できる人材の育成を目指した。 
２）海外トップクラスの研究者との共同研究：海外トップクラスの研究者が独自に有する実験技
術を共同研究によって共有・習得し、相互派遣を通じて実際にディスカッションを重ねることに
よって、国境を超えたサイエンスのレベル向上や新たな概念の創出を目指した。 
３）領域で得られた知見を世界的に発信・共有：国際的に評価の高い海外研究者の招聘、相互派
遣事業、国際共同研究ネットワークのホストラボへの訪問などを通じて、当領域で得られた新知
見を積極的に発信・共有し、我が国で推進する細胞競合研究の国際的認知を深めた。 
４）海外の研究動向の分析と本領域を中心とした国際的研究ネットワークの構築：世界の細胞競
合研究者と密に連絡を取り、情報交換とディスカッションを重ねることで、細胞競合研究の世界
的な動向を分析するとともに、世界各地で細胞競合に関するシンポジウムやワークショップを
定期的に実施し、本領域を中心とした世界の細胞競合研究の潮流を創出することを目指した。 
 
３．研究の方法 
まず初めに、国際交流活動全体を統括する国際交流連携本部を北大に設置した。次いで、相互
派遣企画委員会と国際共同研究推進委員会を設置・開催し、今後４年間の活動について綿密なデ
ィスカッションを行い、それぞれにおける内規と企画案を作成した。それらの企画案を基に、若
手研究者の相互派遣と国際共同研究をスタートした。 
 
★国際交流連携本部 
 領域内で行われている国際交流活動を把握し、それらの成果を共有･還元するため、それぞれ
の活動の報告書をまとめ、領域ホームページで供覧するシステムを構築した。国際共同研究加速
基金で海外 PIを招聘する際には領域全体にメールでその情報を伝達した。その際、招聘研究者
とディスカッションを希望する領域内研究者のために、日程調整などのサポートを行った。 
 さらに、計画班・公募班全体の国際交流・共同研究のニーズを掘り起こし、領域全体の国際交
流活動を発展的にコーディネイトした。 
☆相互派遣企画委員会 
 事業開始早々に委員会を開催し、平成２７年度の相互派遣の企画について情報交換とディス
カッションを行った。平成２７年度は研究代表者と分担研究者の研究室メンバーを中心に海外
派遣を行ったが、要請に応じて公募班メンバーからの派遣や招聘についても積極的に検討した。
各年度末に、それまでに行われた相互派遣について、適正に行われてきたか、どのような成果を
得ることができたかなどを審査し、次年度以降によりよいスキームが構築できるよう態勢を整
えた。 
 
４．研究成果 
本研究活動においては、世界的にも発展途上である細胞競合研究をさらに持続的に強く推進
し、我が国の細胞競合研究の国際競争力を強化するために、１）次世代の細胞競合研究を担う若
手研究者の養成、２）海外トップクラスの研究者との共同研究、３）領域で得られた知見を世界
的に発信・共有、４）海外の研究動向の分析と本領域を中心とした国際的研究ネットワークの構



築などの活動を行う。 
平成２８年１０月２５−２６日にマドリッドにて新学術領域とスペインのRamon Areces財団
との共催にて第２回細胞競合国際シンポジウムを開催した。世界中の細胞競合研究者を招聘す
るとともに、領域班の５名も口頭発表を行い、最新の研究成果を発表し合うとともに、国際共同
研究の推進などについてディスカッションを深め、国際交流を推進した。我が国において細胞競
合研究が領域班結成によって著しく進展していることを世界に向けて強く発信する貴重な場に
なった。 
さらに平成２８年度は、領域班内のグループ間での共同研究を促進し、複数の研究グループを
包含した国際共同研究を開始した。海外への派遣としては、神山美樹（特別研究員）が共同研究
の打ち合わせで ETH Zurich, Dr. Detmarや dkfz Dr. Augustinを訪問するなど、多くの研究代
表者や若手研究者が海外へ赴き、技術取得や共同研究の打ち合わせを行った。さらに、トロント
大の Razq Hakem教授、Hubrecht Instituteの Henner F Farin博士など海外研究者を招聘し、
細胞競合についての国際共同研究を推進した。 
平成２９年８月２９日に札幌にて第３回細胞競合国際シンポジウムを開催した。９名の海外
細胞競合研究者を招聘するとともに、領域班の５名も口頭発表を行い、最新の研究成果を発表し
合うとともに、国際共同研究の推進などについてディスカッションを深め、国際交流を推進した。
さらに、平成３０年２月１４日に英国の研究者と共催で、細胞競合を冠した UK-Japan 
symposiumを開催し、領域班の４名が口頭発表を行った。これらの国際シンポジウムにおいて、
我が国において細胞競合研究が領域班結成によって著しく進展していることを世界に向けて強
く発信する貴重な場になった。 
さらに平成２９年度は、領域班内のグループ間での共同研究を促進し、複数の研究グループを
包含した国際共同研究を開始した。海外への派遣としては、神山美樹（特別研究員）が共同研究
の打ち合わせで ETH Zurich, Dr. Detmarや dkfz Dr. Augustinを訪問、中村麻衣（研究員）、中
野吏洋助（D1）が共同研究の打ち合わせで University College Londonを訪問、加藤稚子(D3)
が共同研究のため IMBA に滞在するなど、多くの研究代表者や若手研究者が海外へ赴き、技術
取得や共同研究の打ち合わせを行った。さらに、Imperial College Londonの Tristan Rodriguez
博士、Stowers Institute for Medical Research の Takuya Akiyama博士、University of Toronto
の Tak Mak博士、IMBAの Josef Martin Penninger博士など海外研究者を招聘し、細胞競合
についての国際共同研究を推進した。 
平成３０年度は、１１月２９日に分子生物学会にて細胞競合をトピックとしたシンポジウム
を開催し、Imperial College Londonの Tristan Rodriguez博士と University College London
の Guillaume Charras博士を招聘した。さらに、２月２４日から３月１日まで行われた細胞競
合を冠した Keystone Symposia においても多くの班員が参加し、口頭、ポスター発表を行い、
研究成果を世界に発信するとともに、国際共同研究についても積極的にディスカッションを行
なった。さらに平成３０年度は、複数の研究グループを包含した国際共同研究を開始した。例え
ば、井垣班は香港科技大学の Dr. Yan Yanとの共同研究を推進し、共著者として論文を発表した
（Katsukawa M, Ohsawa S, Zhang L, Yan Y, Igaki T, Current Biology, 2018）。海外への派遣
としては、宮地洋佑(D2)がオンタリオ癌研究所（トロント）、加藤雅子(D4)が IMBA（ウィーン）、
梅津大輝（助教）がドレスデン工科大学、上地浩之がMax Plank Institute（ドイツ）に滞在す
るなど、多くの研究代表者や若手研究者が海外へ赴き、技術取得や共同研究の打ち合わせを行っ
た。さらに、トロント大学の Razqallah Hakem博士、Tak Wah Mak博士、IMBA（ウィーン）
の Josef Martin Penninger 博士、シンガポール国立大学の Yusuke Toyama 博士、Institut 
Pasteur（パリ）の Romain Levayer博士など海外研究者を招聘し、細胞競合についての国際共
同研究を推進した。 
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